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連
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民
法
（
債
権
法
）
改
正
に
つ
い
て
～
定
型
約
款
①
～ 
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る
こ
と
が
で
き
る
者
」
は
、
こ
の
よ
う
な

反
対
の
意
思
表
示
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

法
案
の
立
案
担
当
者
の
見
解
に
よ
れ

ば
、
「
解
除
権
」
に
は
、
中
途
解
約
も
含

ま
れ
ま
す
の
で
、
反
対
の
意
思
表
示
を
行

う
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
も
多
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
、
反
対

の
意
思
表
示
を
行
お
う
と
す
る
当
事
者

も
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
現
れ
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
法
案
の
立
案
担
当
者
の
見
解

に
よ
れ
ば
、
反
対
の
意
思
表
示
を
行
っ
た

当
事
者
に
対
し
て
、
改
正
民
法
の
施
行
日

の
前
日
ま
で
に
、
契
約
を
解
除
し
て
よ
い

旨
を
伝
え
て
解
除
権
を
付
与
す
れ
ば
、

「
解
除
権
を
現
に
行
使
す
る
こ
と
が
で
き

る
者
」
と
し
て
扱
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

そ
の
た
め
、
事
業
者
と
し
て
は
、
経
過
措

置
に
関
し
て
は
、
反
対
の
意
思
表
示
を

行
っ
た
当
事
者
が
い
れ
ば
、
そ
の
当
事
者

に
は
個
別
に
解
除
権
を
付
与
す
る
こ
と
で

対
応
す
れ
ば
足
り
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

今
回
か
ら
は
、
改
正
民
法
に
よ
っ
て
新

設
さ
れ
た
、
定
型
約
款
に
関
す
る
規
定
に

つ
い
て
で
す
。
今
回
は
、
取
り
急
ぎ
、
定

型
約
款
に
関
す
る
規
定
の
概
要
と
、
本
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
経
過
措
置
を

ご
紹
介
し
、
次
回
以
降
、
詳
細
な
内
容
に

つ
い
て
ご
紹
介
致
し
ま
す
。 

 

定
型
約
款
と
は 

 

定
型
約
款
と
は
、
不
特
定
多
数
の
者
と

の
間
で
行
う
、
内
容
が
画
一
的
で
あ
る
こ

と
が
双
方
に
と
っ
て
合
理
的
な
取
引
に
お

い
て
、
契
約
の
内
容
と
す
る
た
め
に
準
備

さ
れ
る
契
約
条
項
群
を
指
し
ま
す
。
保
険

約
款
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
利
用
規
約
等
が

こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。 

 

改
正
民
法
に
お
け
る
規
定
の
概
要 

 

 

現
行
民
法
で
は
、
約
款
に
関
す
る
規
定

が
存
在
せ
ず
、
法
律
関
係
は
必
ず
し
も
明

ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

改
正
民
法
で
は
、
①
定
型
約
款
が
契

約
内
容
と
み
な
さ
れ
る
た
め
の
要
件
、

②
定
型
約
款
に
含
ま
れ
る
不
意
打
ち
条

項
や
不
当
条
項
へ
の
規
制
、
③
定
型
約

款
の
内
容
を
一
方
的
に
変
更
す
る
た
め

の
要
件
等
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。 

事
業
者
に
と
っ
て
は
、
改
正
民
法
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
③
一
方
的

変
更
の
要
件
が
明
確
に
な
る
こ
と
は
、

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
と
考
え
ま
す
。 

  

経
過
措
置
及
び
そ
の
対
応
に
つ
い
て 

  

改
正
民
法
の
定
型
約
款
に
関
す
る
規

定
は
、
改
正
民
法
の
施
行
後
は
、
施
行

日
前
に
締
結
さ
れ
た
契
約
に
も
適
用
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
本
年
４
月
１
日
か

ら
、
施
行
日
（
平
成
３
２
年
４
月
１

日
）
の
前
日
ま
で
に
、
一
方
当
事
者

が
、
書
面
等
に
よ
っ
て
反
対
の
意
思
表

示
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
。 

 

た
だ
し
、
「
解
除
権
を
現
に
行
使
す

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー 

弁
護
士
法
人

今
津
法
律
事
務
所 

 
 

 

民
事
訴
訟
は
ど
の
よ
う
な
流
れ
で
進
み
ま
す
か
？ 

多
く
の
契
約
書
で
は
、
裁
判
管
轄
に

つ
い
て
定
め
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
、
裁

判
管
轄
を
検
討
さ
れ
る
際
の
予
備
知
識

の
意
味
か
ら
も
、
民
事
訴
訟
の
流
れ
に

つ
い
て
、
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

【
訴
状
の
提
出
～
第
１
回
期
日
】 

民
事
訴
訟
は
、
請
求
の
内
容
等
が
記

載
さ
れ
た
訴
状
を
裁
判
所
に
提
出
す
る

こ
と
で
、
提
起
し
ま
す
。
訴
状
が
提
出

さ
れ
る
と
、
裁
判
所
は
、
原
告
（
訴
訟

を
提
起
し
た
者
）
と
日
時
を
調
整
の

上
、
第
１
回
期
日
（
審
理
が
行
わ
れ
る

日
）
を
指
定
し
、
被
告
（
訴
訟
の
相
手

方
）
に
対
し
、
第
１
回
期
日
の
呼
出
状

と
と
も
に
、
訴
状
を
送
達
し
ま
す
。 

被
告
は
、
第
１
回
期
日
ま
で
の
間

に
、
訴
状
に
記
載
さ
れ
た
事
実
関
係
の

認
否
や
反
論
等
を
記
載
し
た
答
弁
書
を

提
出
し
ま
す
。
第
１
回
期
日
に
つ
い
て

は
、
「
追
っ
て
認
否
・
反
論
を
行
う
」

旨
の
み
記
載
し
た
答
弁
書
を
提
出
し
て

欠
席
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。 

当
事
者
が
訴
訟
を
弁
護
士
に
依
頼
す

る
場
合
に
は
、
弁
護
士
へ
の
委
任
状
を

裁
判
所
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
弁
護
士
に
依
頼
す
る
場
合
に
は
、

担
当
者
、
ご
本
人
の
方
は
、
期
日
に
出

席
さ
れ
な
く
て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

【
第
１
回
期
日
～
証
人
尋
問
前
】 

 

第
１
回
期
日
の
後
、
通
常
、
約
１
か

月
お
き
に
次
の
期
日
が
指
定
さ
れ
、
当

事
者
は
、
期
日
に
あ
わ
せ
て
交
互
に
、

主
張
・
反
論
を
記
載
し
た
書
面
（
準
備

書
面
）
を
提
出
し
ま
す
。
争
点
が
整
理

さ
れ
る
ま
で
、
双
方
に
よ
る
主
張
・
反

論
が
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。 

裁
判
所
は
、
通
常
、
双
方
で
争
い
の

な
い
事
実
は
そ
の
ま
ま
前
提
と
し
、
争

い
の
あ
る
事
実
は
証
拠
に
よ
っ
て
認
定

し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
当
事
者
は
、
適

宜
、
自
ら
の
主
張
を
裏
付
け
る
証
拠
も

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

期
日
に
お
い
て
は
、
適
宜
、
和
解
の

話
し
合
い
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
よ
く
あ

り
ま
す
。
和
解
が
成
立
す
れ
ば
、
そ
の

時
点
で
訴
訟
は
終
了
し
ま
す
。 

期
日
は
、
原
則
公
開
の
法
廷
で
行
わ

れ
ま
す
。
も
っ
と
も
、
争
点
整
理
の
段

 

時
事
ニ
ュ
ー
ス 

～
民
泊
新
法
（
住
宅
宿
泊
事
業
法
）
に
基
づ
く
届
出
の
受
付
開
始
～ 

従
来
、
民
泊
は
、
旅
館
業
法
に
基
づ
く
許
可
を
得
た
場
合
、
又
は
国
家
戦
略
特
区
法
に
基
づ
く
認
定
を
受

け
た
場
合
に
し
か
、
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

し
か
し
、
昨
年
成
立
し
た
い
わ
ゆ
る
民
泊
新
法
に
よ
っ
て
、
旅
館
業
法
に
基
づ
く
許
可
等
を
得
な
く
て

も
、
届
出
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
泊
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
旅
館
業
法
に
基
づ
く
場

合
は
、
立
地
等
に
つ
い
て
制
限
が
あ
る
の
に
対
し
、
住
宅
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
民
泊
新
法
に

基
づ
く
場
合
は
、
立
地
等
に
つ
い
て
の
制
限
が
な
い
一
方
で
、
年
間
営
業
日
数
が
１
８
０
日
以
内
で
あ
る
こ

と
等
の
制
限
が
存
在
し
ま
す
。
民
泊
新
法
は
、
本
年
６
月
１
５
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
先
立
っ

て
、
本
年
３
月
１
５
日
か
ら
、
民
泊
新
法
に
基
づ
く
届
出
の
事
前
受
付
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。 

平
素
よ
り
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
２
回
目
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
お
届
け
致
し

ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
所
だ
け
、
ご
笑
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

弁
護
士  

今
津  

泰
輝 

階
で
は
、
法
廷
で
は
な
い
部
屋
で
、
非

公
開
で
行
わ
れ
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
、

そ
の
場
合
は
、
遠
方
に
い
る
当
事
者
な

ど
、
一
方
当
事
者
は
、
電
話
会
議
に
よ

り
出
席
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。 

そ
の
た
め
、
管
轄
裁
判
所
が
遠
方
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
期
日
の
度
に
弁
護

士
の
出
張
費
用
が
発
生
す
る
と
い
う
こ

と
で
は
必
ず
し
も
あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ

と
も
、
電
話
会
議
で
は
、
裁
判
官
の
細

か
い
反
応
を
観
察
し
て
心
証
を
推
測
す

る
こ
と
が
十
分
に
で
き
な
い
等
の
可
能

性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
や
は
り
管
轄
裁

判
所
は
近
い
方
が
望
ま
し
い
で
す
。 

 【
証
人
尋
問
～
判
決
】 

争
点
が
整
理
さ
れ
る
と
、
当
事
者
の

申
請
に
従
っ
て
、
当
事
者
や
証
人
の
尋

問
が
行
わ
れ
ま
す
。
尋
問
は
、
申
請
を

行
っ
た
側
に
よ
る
主
尋
問
、
相
手
側
に

よ
る
反
対
尋
問
、
裁
判
官
に
よ
る
補
充

尋
問
の
順
番
で
行
わ
れ
ま
す
。 

そ
の
後
、
判
決
期
日
に
お
い
て
、
判

決
が
言
い
渡
さ
れ
ま
す
。
判
決
に
対
し

て
は
、
控
訴
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。 

弁護士法人 
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